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はじめに

イネ栽培技術分野の論文は359報，報告されており，

内訳は苗質・育商が84報と最も多く，次いで栽培管理

62報， モデノレ・農法が62報，雑草草防除57報，肥料60報，

地域34報であった.

苗質・育苗については， 1960年代までは畑苗や保温

折衷苗代が主体で，箱育苗は1970年から，様期密播等

は1985年からの報告である.栽培管理では， 1960年代

に除草剤による倒伏軽減の報告があり，その他は移植

苗の変遷に対応した，作期や栽培法・収量構成要素等

に関しての報告で1990年代以降減少している.

モデル・農法については1980年代以降で，特にパソ

コンが活用されるに伴って発育指数などによる逐次予

測の発表が多くされている. 1990年代後半からは分光

反射計やデジタルカメラなどを利用した研究が増加し

ている.雑草防除は，初期から各種雑草の生態と効果

的除草剤についての報告があり， 1990年代後半からス

ルフォニルウレア系の抵抗性雑草，近年は有機農業で

の雑草防除の発表がほとんどとなっている.

肥料については，初期は本田基肥・追把・施肥位置

について，その後深麗追肥関連の報告があり，箱育萌・

機械移植技術の開発に伴って育苗施肥および本田施把，

1980年代後半から被覆尿素関連，近年では豚ぷんぺレッ

トなどの報告がなされている.地域では， 1970年代後

半から1980年代にかけて，東北各県でそれぞれ収量・

品質・一等米比率について，年次変動や栽培品覆・各

種栽培管理・気象条件等による地域性などに関する研

究がおこなわれ，外国に関してはスリランカやマレー

シアに関して報告されている.

1 .苗質・育苗

(1 ) 畑苗代苗育菖

畑苗代首の課題は昭和40年代以前に研究されて

いたもので，地古代の連作障害対策として三本ら

('68， 1001)は，土壌消毒や水田土の換土が有効で

あるとし，山崎ら ('65，0710)は青苗資材として

の撞黄着色ポリエチレンフィルムには苗質向上効

果があり，寒冷紗は保温折衷苗代ではやや有望と

した.また，二瓶・及川 ('69，1102)は商代分げ

つは本田では必ずしも全て有効化するわけではな

いため，大苗が必ずしも収量等に結び、っかず，苗

代面積の経済性も考慮すると，穂数型品種はやや

淳播きに，穂重型品種はやや薄播きで育苗した方

が良いとしている.

和田ら ('61，0326)は，耕種，土壌条件を同一

にしたポットに新根した苗を移植し，環境の異な

る地点での活着性を謂査し，ヤマセ地帯では，活

着性，初期生育が不良で， このことが出穂遅延ま

で支配していることを明らかにし，八柳ら ('60，

0204)は畑高への窒素，燐駿施肥が草丈・乾物重

等の形態的特性や体内N量や澱粉量，騨索活性へ

どの様な影響を与えているかを明らかにした.
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(2) 稚苗育苗

1)播種量と濯水

二瓶・中沢 ('75，1714)は苗質や発根力(特

に低混時)，必要苗箱数等から見ると，稚苗の適

正な播種量は200g/箱前後とし，樋渡 ('75，1717) 

は線化期の節水，硬化期には夕方濯水を避け，

水温と気温・床土温度の差がない時期の濯水

(培地水分pF1.5~2.7前後)が健苗育苗に必要で

あるとしfこ.

2 )萌貯蔵と努葉

育苗施設の設備規模を拡大せず育苗回数を増

やし， しかも移植適期に苗を供給できるように

する自的から苗貯蔵技術の開発が行われ，諏訪

ら ('79 ， 2201)は催芽籾では 5
0

Cでは 10~15 臼，

15
0

Cでは15~20日の貯蔵，菅原・斉藤 ('71， 1306) 

は播種後(紐苗)では土壌水分14~15%で、7~10

5貯蔵，星}IIら ('79，2203) は出芽苗では 5~

100Cで5~ 8日， 17
0
Cで108貯蔵が可能とした.

星川 ('78，2034)は緑化苗では 4~ 50Cで5日

(分割では10臼)，屋川・庄司 ('79，2202)は10

~目。Cで5~15 日，同 ('78 ， 2106) では10~22

℃変温(平均150C)で58の貯蔵が，同 ('81，

2403) では出芽苗C10~120C) と緑化苗C12~16

OC)の組合せ貯識では 5+ 5日で安全確実に，
また 5十10日， 10十 5日の貯蔵が可能であり，

緑化貯蔵までは苗齢の増加も早く，硬化期間の

短縮も可能であるとし，樋渡 ('78，2011)は硬

化後苗の貯蔵は10
0
C，10日間補光条件で可能と

恩われるとしている.

星川・庄司 ('80，2302)は，完成した稚苗の

第3葉(不完全葉含む)を勇葉すると，第 4葉

は無勢葉の 2倍伸び，苗齢が増加し活着も勝る

とし，同 ('82，2502)では苗の老化や活着低下

を防ぐ興葉貯蔵は追肥と組み合わせると，実用

的には 5~ 7日，限界はほぼ10日である.また，

関ら ('78，2016)は播種量200gの密播では，男

葉しでも葉齢は増加しないが， 150g播では 1田

勇葉で葉齢が増加し萄質が向上するとしている.

3 )その{也

千葉 ('90，3315)は，あきたこまちは他品種

よりやや高めの温度管理が草丈確保に有効であ

るとし，及}IIら ('72，1403)は黒色寒冷紗の緑

化期のトンネル内でのビニールとの二重被覆や

硬化期の半日遮光(ハウス西側肩部分に寒冷紗

を張る)は苗質向上に，阿部ら ('71，1302)は

寒冷紗が濯水量と瀧水労力節減に有効であると

… 28 

した.

(3) 中成苗青苗

1)脊苗法，床土量

及川・鴇田 ('75，1716)は， ビニール+有子L

ポリ保温折裏苗床箱育苗は，乾物は増大するが

3葉期以降の出葉速度が劣り，ハウス内ビニー

ルトンネノレ姻苗床では，苗丈があるが苗充実度

は劣り， ビニールトンネル畑苗床では，水分不

足となりやすいが苗充実度の高い苗ができると

した.

また，吉田・寺中 ('78，2102)は有孔箱で，

箱下の施肥に依存する中苗では，箱内床土(無

肥料)は10mm以上あれば草丈，移植後の活着性

に差は見られず，床土量の半分以上の節減が可

能であるとしている.

2 )簡素質と活着性

山崎・吉田 ('76，1905)は，播種時期，播種

量，施肥量，育苗日数を変えて作成した，各種

葉齢の稚苗，中苗，成苗の乾物震と苗の活着性

には正の相関が認められ，活着性・初期生育の

増大には苗の乾物重の増大と，高齢を進めるこ

との有利性が認められ，特に気・水温の低い条

件で顕著であり， 3.0葉期頃の発根数の停滞は明

らかでなく検討が必要とし，三本ら ('78，2305) 

は稚苗，中菌ともその活着性には大差なく，葉

齢が活着の遅速を第一議的に決定づけるもので

はないと思われるとしている.

3 )採種の効率化

渡遺ら ('98，4106)は，中山開地で、最小限の

種子数で安定した群落を維持でき，効率的に採

種できる育苗法は，ポット苗の 2粒播/ポットで

あるとした.

(4) 出芽苗，乳茜，短期密播苗の特性

稚菌よりさらに育苗期間を短縮し，加混出芽2

8~4 日の苗を緑化や硬化なしで産接本国に移様

する“出芽苗"(斎藤， '90，3313，同， '90，3314)， 

ハウス脊苗を行わず，出芽後，育苗器内で 2~5

日緑化させる“グリーン乳苗"(昼間・庄司 '92，

3503，同'92，3504，浜名ら， '93，3603，佐々木・星

}II， '94，3719，鴇自ら， '95，3813，斎藤ら '97，

4012)や，出芽後，暗黒条件の育苗器内で 2~ 5 

日育苗する“イエロー乳苗"(星川ら， '93，3604， 

佐々 木・星JlI，'94，3719，趨ら， '96，3907，間，'96， 

3908) ，加混出芽後，移植に適した草丈7cm程度ま

で育苗する“乳苗"(佐々 木ら， '92，3502，佐藤・

遠藤， '93， 3602)，育簡の省力化と低コスト化をね
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らい，乾籾播種量300g/籍C10a当たりの育苗箱数

の減)，詰令2.0葉，苗丈lOcm程度の苗を育菌期間

15日程度で育苗する“短期密播苗"(渡部ら '84，

2709，渡部・神保， '85， 2803)など，各種育萌苗

が考案，試作され，その育苗法，苗質，活着性，

分げつ特性，移植早限，移植適期(稚苗，中苗よ

り出穂期の遅れがある)，移植時の水深・植付け深

等が研究発表されている. これらの技術はいずれ

も実用化されている.

従来から，鍵苗育菌のためには施肥量や床土の

pHが重要視されてきたが，乳苗等育苗期間が短い

場合には，無肥料や崎地pHの調整不要との研究成

果も見られており，特別栽培や低農薬の面からも

一考が必要と思われる.

また，育苗培地として自然土や人工培地を使わ

ない，軽量なロックウールマット育苗(星川・正

司， '92，3503，同'92，3504)や，軽量でなおかっ移

横時の苗継ぎが大臨に省略できるロングマット水

耕育菌(及川ら， '05，4820) も研究され，実用化

に向け試験中である.

(5) 育苗資材

斎藤 ('88，3112)は，開孔率の異なる脊苗箱を

用いて霞床pHの苗生育に及ぼす影響を検討し，中

苗育苗では置床に根が伸長できる開孔率「並J(8.3 

%)以上の育苗箱を使用する必要があり，その場

合，必ず置床pHを調整する必要があるものと判断

した.また，小南 ('76，1904)はビートモスによ

る酸度調整，諏訪ら ('82，2506)は地域に豊富に

ある資源活用(青森県南部のシラスゃあわ砂の水

稲育苗床土への利用)なども検討した.さらに，

吉田ら ('76，1802)は育苗床土の代替資材として

籾殻使用の可能性を研究し，粉砕程度を適切にす

れば，育芭に問題ないことを見出し，作業上の課

題など，育苗培地としての問題点を整理した. こ

の他，星川・佐々木 ('93，3601)は電解アルカリ

水や，近藤・寺中 ('78，2103)は木酢を主成分と

する土壌調整剤について効果を報告している.

(6) 育苔方法

櫛拙ら ('70，1212)は， ビニーノレハウス苗代と

トンネル式焔苗代を比較し，夜間地温の高いハウ

ス菌代で青苗した苗は活着が良好であるとしてい

る.また，斎藤ら ('96，3906)は，乳苗育苗を想

定した場合の育苗器内での箱の積み重ね法につい

て報告している.一方，及川・鴇田 ('73，1513， 

1514)は，土付き苗の葉数増加のためには，播種

量は箱当り 100~125gとすること，初期加温が有

29 

効であることを示した.

屋川・庄司 ('88，3114)は，種籾の強制吸水法

が吸水時間の短縮化につながる可能性のあること

を見出し，五十嵐ら('91， 3409， '92， 3501)は圧

力処理によって吸水処理の促進を確認するととも

に，育苗と開場での生育を調査した.また安本ら

('90，3309)は，減圧処理のほうが加圧処理より吸

水促進効巣が高いことを明らかにした.

(7) 撞種量

播種量の違いが苗質に及ぼす影響について，斎

藤・伊藤 ('86，2901)は， 100~140 g播きの場合，

植え付け本数などの検討を加えれば，稚苗と中高

の中間的な苗として新しい苗の位置を占め得るこ

とを示唆し，また，鎌田 ('87，3002)は，播種最

に応じた育菌日数の設定により，田植適葉齢を確

認した.

(8) ムレ苗・育蕗障害

ムレ苗については精力的に研究されており，特

に低温処理や土壌pHなと、の要因を中心に発生防止

の有効な手段が整理されていった.効果がある対

策として， pHを高くしないこと，徒長させないこ

と，減播すること，イソプロチオランまたはタチ

ガレエース粉剤を施用すること，窒素施用量を遊

切にすること，などが提案された(山内ら， '81， 

2407，間， '83，2635，山内・ JII島， '84，2705，田中

ら， '82， 2501， 1Dl， '84， 2704，立回ら， '84，2703， 

千葉， '84，2706，中堀ら， '85， 2807).特に土壌pH

については多数の知見があり， pHを低く抑えるこ

とが，薬剤使用とともに発生防止上最も重要と見

られた(山内ら， '83，2635，田中ら， '82，2501，同，

'84，2704， 中堀ら， '85， 2807).なお，中山ら ('81，

2408)は，折衷式中苗では播種量が少ないと増加

するとし，また，中堀ら ('85，2807)は，置床に

苗の根が伸長する場合は，置床のpH!こも配慮が必

要であるとした.ムレ苗の発生には品種間差異が

ないとの報告もあるが，中堀ら ('85，2806)が青

森県の12品穣を供試した結果では，最盃(酒米)

とわせとらもちで多く，アキヒカリ，ムツホナミ

で少なく，根の褐変の多い品種はムレ苗も多いこ

とを報告している.

ムレ苗以外の育菌障害について斎藤ら ('05，4819)

は，播種量を箱当り80g以下に減じた育宙におい

て第 2葉葉身の枯れを軽減するには，育苗中の窒

素施用量を減ずることが好ましいとし，千葉・JlI

島 ('90，3310)は， ロール葉は催芽籾の芽をやや

長くして播種することや加温育苗で被害の軽減に
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効果があるとした.

(9) その他

千葉ら ('84，2707) は， ビニールハウスの戸口

側の通気管理方法が苗生育の均一化に重要である

とい佐藤(明， 0512)は，電熱室内育苗の普及

実態について調査・報告している.また，樋渡・

大JI!('78， 2101)は，秋田県大潟村での実態調査

から，被覆資材の使用法とハウス開閉時期ならび

に播種量の違いが苗質に大きく影響していること

を明らかにした.

後藤ら ('96，3905) は，乾燥催芽籾の再生性や

保存性を研究し，ハト胸期以前に乾燥させた場合

は種籾として利用できる可能性を見いだした.ま

た小野寺ら ('98，4104) は，育苗中の努葉が宙質

に及ぼす影響について検討し，成萌では発根力の

増加を報告している.

また，近年，新形質米など，従来の主食用米に

はない特性を持った水稲が開発されてきており，

長田ら ('03，4614) は，大粒系統では，通常品種

と同重量播穏では移植時に欠株の発生が予想され

たことから，箱詣り苗立ち数で5000本軽度を目安

とし播種量を増やす必要があるとした.

(畠山均，佐々木力)

2. 栽精管理

(1 )作期

出穂期の予測として，阿部ら ('61， 0327) は寒

冷地においては出穂期と 6月の最高気温との閣に

負の相関を認め，出穂期の地域的差異の予測がで

きるとした. さらに，同 ('61， 0328) は地帯毎の

安全出穂期聞を求め，不良気象環境地帯ほど安全

出穏期間が短く，生育遅延を防ぐ栽培管理等の必

要性を示した.

昭和40年代以降は，機械移植に適合した作期策

定について，嶋貫ら ('72，1406) は稔菖移植の登

熟気温を確保するための出穂時期，移植早限・晩

限を示し，村上ら ('75，1718) は東北 6県の移横

可能期間を示した.また，関ら ('79，2211) は晩

植では若齢苗ほど出穂が遅延し，晩植や晩生種ほ

ど収量も低下するとした.

(2) 生育・刈取予測

神保 ('86，2904) は穏揃期の籾 l粒当り及び幼

穂形成期のrrf当たり貯蔵炭水化物量は，収量や品

質向上のための指標として活用できるとし，立田

ら ('81， 2434) は出穂後35日後の青未熟米の程度

から，米の刈取始期の予測を可能とした.また，

円
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八柳・村上(ち0，0205)は窒素追肥の登熟に及ぼ

す影響は温度のみならず頴花着生部位でも異なる

ことを認めた.

(3) 蔀と生育最と収量

苗質と収量性の関係について検討したものとし

て，及川・ニ瓶 ('70，1210)は多収には薄播きに

よる鍵百育成が重要であるとした.一方，吉田ら

('70， 1207)は畑苗代において良苗は薄播きなどに

より得やすいが，収量性との誼接の関係はないと

した.機械移植苗では，鎌田・福田 ('81， 2409) 

は株数，植付け本数の増加によって分げつ時期が

早く，穂数l立場え，出穏期が早まるが，品質への

影響は少ないとした.また，獄石・鎌田 ('89，3203)

は新たな育苗技術としての若齢苗(乳苗)の安定

多収のための施肥法を明らかにした.

(ヰ) 裁植密度と植付本数

山田・小野 ('61， 0329) は，密植が多収穫上能

率の高い栽培法であるとし，また，千葉ら ('78，

2038)は疎植では初期生育の確保が困難で，登熟

の安定牲に問題があるとした.逆に，森・村山

('83， 2603)，五十嵐ら ('84，2728)，沢ら ('85，

2817) ，佐藤・渋谷 ('86，2918)は疎植で良い成果

が期待できるとした.植付け本数について畠山 ('86，

2902)は， 10本植えより 1本植えや 3本植えがよ

り多q叉の可能性があるとし，沢ら ('88，3110) も

1本植えが2本植えの収量を上回るとした.

(5) 水管理と稲の生省

水管理と生育の関連について，佐藤 ('60，0217)

は湛水の生育促進効果を示し，金ら ('76，1921) 

は常時湛水で高地温が生育増進効果を，小野ら

('73， 1522)は水管理によって多収のための根数増

加効果が図られるとした.

水管理と品質面では，宮野ら ('90，3308)は登

熟期の高温条件下での適正な水管理で品質低下を

軽減できるとし，荒井・伊藤 ('01， 4436)は高温

登熟対策として，掛け流しによって背白粒の発生

が少なくなるとした.一方，川島・村上 ('85，2814)

は深水管理で，穂、数と籾数が少なくなるが，茎が

太く長稗でも倒伏しにくく，収量が多い事例を報

告し，菅井ら ('98，4113) も常に湛水管理した場

合，草丈が高く，葉令が早く進み，茎数が少なく，

有効茎歩合が高まるとした.

中干しについては，村上ら ('68，1023) は中干

しの適期を有効分げつ終止期とした.一方，鎌田

ら ('78，2056) は早生種ではかけ流しが中干し以

上に収量増に効果があるとした.また，山谷・千
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葉 ('83，2604)は低湿軟弱な八郎潟干拓地での地

盤固めに中干しの効果を認めた.

地下水位と生育の関連では，八榔ら ('63，0518) 

は収量には地下水位の高低の影響が大きいとし，

村上・遠藤 ('71， 1312)は，低地下水位で 3日湛

*1日落水の排水処理が適応幅の広い水管理とし
た.高野ら ('73，1523)は，低地下水位で、登熟歩

合，千粒震，地酎力が増加するとした.

(6) 多収稲の栽培法

高橋ら ('70，1206)は穂数確保には穂数型品種

が有利であり，品種の安定多q又のための対応技術

は，草型によって方向付け得る可能性があるとし

た一方，佐藤・若松 ('62，0405)は土層を深く

改善することが収量増大に極めて重要であるとし

た.

吉田ら ('68，1019)は750kg/10aを目標とする収

量構成要素を示し，生育時期毎の生育調整を必要

とするとし，同 ('68，1020)では多収稲のための

茎数謂節管理手法を示した.さらに，吉田らぐ70，

1208)は900kg台/10aの極多収稲の理想生育相と

収量構成要素を示し，伺 ('70，1209)ではこの極

多収稲の乾物生産と養分吸収量も示した.

大沼 ('75，1705)は庄内地方の800kg/10aを目標

とした実証展示結果から，多収稲の特徴を示し，

鎌田ら ('78，2056)は早生品種について，高地力，

密植，施肥，水管理などの技術組合せにより最高

収量1011.2kg/10aを得，その際の収量構成要素を

示した.

(7) 倒伏・雑草防止を毘的とした薬剤散布

昭和30年代に，当初水稲除草剤として開発され

た薬剤の倒伏防止効果についての検討がなされ，

平野・宇田川 ('62，0428)，高橋ら(ち7，0904)は

2，4-D散布による倒伏軽減効果と減収を認めた.

さらに，ニ瓶 ('71，1308)は， ATA・2，4-D剤で

形質異常，短稗化，収量構成要素が減少し，減収

するとした.斎藤・斎藤 ('76，1929)はMCP剤処

理の姪u伏妨止生育調節法としては，最高分げつ期

を処理適期とした.

平成年代では倒伏軽減剤の利用が見られ，遠藤

ら ('90，3306)は倒伏軽減剤 (PP-333粒荊)の施

用により第盟節閣の短稗化で，倒伏軽減と収量の

向上を認め，土壌により短梓効果に差があるとし

fこ.

(8) 土壌鵠整部

羽根田 ('81，2405)，羽根田ら ('82，2543)はミ

ネラル鉱石添加による苗の生育促進効果とその体

4
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内成分の特徴を示した.

(9) 銅樟害

輪田ら ('67，1011)は鉱山周辺の水田の銅障害

軽減対策として，緑肥または半熟堆肥による還元

化効果を認めた.

(10) 水田造成

昭和40年代前半までの米増産時代に合わせ，各

地で新規開田が進められた.藤原 ('69，1120)は

事例調査から，関田 3~4 年目から熟田化し多収

化が進むとし，本庄・阿部 ('70，1218)は，臆植

に富む黒褐色中性火山灰土の牧草跡の水悶造成で

の生育特性について明らかにし，阿部ら('71，1311) 

は新規水田造成の新工法として，春期潅水のうえ

仕上げ転圧区が最も多収で効果が持続するとした.

本庄ら ('80，2317)は水田の減渇水対策工事を行っ

た水田では 2回の追肥と中干し等を行うことで

大幅な収量向上を認めた.

。1) 大軍劉圏場における均平
臨場の大区画化に伴い，踊場均平度が重要とな

る.ニ瓶・中沢 ('75，1713)は30a区画水田では生

育・収量臨から高低差をこt3 c殴以内とする必要が

あるとし，姫田・伊藤 ('78，2109)は高低::t3 cm 

以上では横付け株数の減少により収量が低下する

とし，土 5cm程度を目標としている基盤整備の均

平精度を一層高める必要性を示した.

間乾燥調製，雀力技術

稲作栽培の機械化の進展に伴う省力技術の開発

や大型施設に対応した研究も進められたー

和田ら ('76，1932)はカントリーエレベータへ

の搬入籾水分は，登熟気温とは負，刈取期とは正

の栢関があるとし，稼働の効率化にはなお改善点

があるとした.

桜庭ら ('96，3929)は大区画水田園場において

管理作業機と溝切り機(2連)やブロードキャス

ター，ブームスプレアーを利用することにより，

労働時間が大幅に減少し，生育収量への影響は見

られないとした.

(木内 豊，長谷川聡，高草木雅人)

3. モデル・農法

(1 ) 生育診断予測

これまで水稲の生育予測は穣々行われており，

実用性が高い精度を得ている.

生育ステージ予測では，成田ら ('02，4508)や

結城・日塔 ('04，4716)は「主稗葉齢予測モデノレJ，

荒川・鈴木 ('91，3436)はノンパラメトリック法，
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長谷川ら ('03，4610)はノンパラメトリックDVR

法とパラメトリックDVR法の比較などを行ない，

誤差の影響としては，移植後の活着良否， 日照時

閣の影響，気混の日較差などを指摘している.ま

た，工藤ら ('95，3804)は温度と栄養器宮の生長

の早さをシミュレートすることで出穂期を予測す

る方法も試みている.

一方，分げつ予測では，荒川 ('92，3508)は分

げつ発生を自動的に算出するコンビュータモデル

化を行い，荒川・本高 ('93，2610)や福重・門間

('93， 2609)はこれらは競合のない環境条件を前提

とするもので，実際は休眠，遅発，発生停止など

の影響を加味する必要があることを指擁している.

また，葉齢について荒川・本馬 ('93，2610)は，

出葉閉掘と気温の関係について，問中・菊池 ('88，

3120)は重回帰による予棋を試みており実用的な

精度であることを報告している.草丈，茎数，乾

物重については，田中ら ('86，2909)が生育診断

腸データと気祖， 日照時間の関係から予測してい

る.また，山崎・工藤 ('90，3307)は現場での葉

齢読みとりには (n 1)葉の葉身長を0.8とみな

し算出することで実葉齢に近い績となることを報

告している.

小林ら ('85，2818)は，最高分げつ期茎数と無

効分げつの関係から穂数を予測し，荒川・鈴木

('91， 3436)は移植日数からみた茎数の多少は生育

ステージのずれであり，葉歯告を加えることでステー

ジのずれが修正され穂数予測精度が高まることを

指摘している.

収量予測に関するものとして，中掲・木野田

('90，3343)は粗玄米千粒重の増加からの収最予測，

福重 ('94，3739，3740)は穎花生長からの予測のモ

デル化，田中ら ('84，2719)は出穂20日， 40日の

穣算気温及び臼照時間からの重田帰を試みている.

籾数については，小林ら ('86，2910)は土壌中ア

ンモニア態窒素からの一穂籾数予測，清藤ら ('90，

3325)は穂首分化期や幼穂形成期の草丈や茎数と

の関係を検討し，いずれも高い相関を認めている.

生育推定の分野では，デジカメや分光反射計な

どを利用した推定がおこなわれ，分光反射計利用

では，矢島・異 ('86，2908)はLAIや地上部乾物

震では波長1200nmと，荒川!・本馬 ('95，3801)は

掛伏の有無では波長675nmや750nm以上の反射率

と，本馬ら(，96，3921)や荒井ら ('98，4107)は草

丈，乾物重及び籾数では波長575nm，675nm， 850 

nmなどと，それぞれの高い相関があることを報告

η
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している.

デジカメ利用では長谷川ら ('00，4330)は水稲

被覆率推定，長谷川ら ('01，4431)や長谷川ら ('02，

4507)は草丈，茎数，乾物霊， LAI推定を試みて

おり，茎葉が重ならない一定の範屈で推定可能で

あることを報告している.

刈取判定等に関しては，吉田ら ('04，4706)は

色彩色差計を用いた黄化籾割合判定手法を検討し

ており，川崎ら ('99，4212)は穂揃い期間の変動

により積算気温による刈り取り指壊は変動するた

め，穂、揃期からの穣算気温で精度が高まること，

小南ら ('94，3738)は低温登熟年には，出穂後40

日間の臼平均気温が200C以下で減収が認められ，

低温年は登熟限界温度到達日以降の刈り取りが望

ましいことを指擁している.

その他，及川|・神山 ('87，3004)は水揺苗の障

害診断システムの開発，日影ら ('97，4004)はメッ

シュ気象増報を用いた7}(田水濯の推定などを試み

ている.

(2) 各種栽場法・自然農法

不耕起栽培では，早坂ら ('89，3204)は有効茎

歩合向上や稲の活力維持，金田・土屋 ('95，3812)

は根の縦方向への伸長や養分吸収能力が優れてい

ること，自戸・工藤 ('97，4006)は千粒重が増加

傾向であることを確認している.また，渡蓬ら(ー00，

4323)は深水栽培と組み合わせることで穂数が減

少するが慣行栽培との総籾数の差は認められない

とい渡遅ら ('05，4818)は移植時の欠株率の許

容範屈は12~22% としている.施肥については田

代・千葉 ('02，4520)や工藤ら ('03，4616，4617)

は，菌箱への緩効性肥料被覆尿素の施用により，

a慣行の30%減の施肥量でも収量が劣らないことを

実証している.三枝ら ('01，4410)は不耕起栽培

や無代かき栽培はアカネ属の総羽化数を増加させ，

窒素， リン畿の排出負荷量が低減すると報告して

いる.

一方， ~束植栽培により，村山ら ('0 1， 4409)は

環境ストレス耐性の囲復で紋枯れ病が減少するこ

とや，村山ら ('98，4109)はイネミズゾウムシ，

ドロオイムシの発生が少なくなり，佐藤・渋谷

('93，3614)や佐藤 ('95，3808)は，多窒素条件で

は乾物重が高まりケイ酸含有率も低下し耐病害虫

性が低下することを確認している

黒田ら ('05，4814)は基肥無施用疎植栽培では，

平常年には慣行栽培より収量が低いものの，冷害年

には登熟歩合及び千粒重の低下が小さく収量の年
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次変動が小さい栽培法であることを報告している.

自然農法栽培では，片野ら ('83，2601， 2602)は

年数が長くなるほど玄米収量が増加する傾向であ

り，収量を増加させるにはわら重を増加させるこ

とが重要であることを指摘している.また，小林

ら ('89，3205) は，化学肥料，農薬，厩杷等を全

く控用しない栽培法では，土中アンモニア態窒素

が低く草丈，茎数が少ない傾向であることを確認

している.

(3) 除草法

露崎ら ('00，4316)は，大潟村の環境保全型農

業実施農家アンケート (560戸，71<田総面積約7，000

ha)結果から，殺虫剤，殺菌剤を全く使用しない

面積は30%，50%であったが，除草剤を全く{吏用

しない面積は 8%と少なく，無除草栽培が困難で

あることを報告している.

様々な，餐材利用による除草効果の検討も行わ

れており，村田・小剖桐 ('02，4519)は，コメヌ

カ，稲わら，モミガラ，ホタテ良粉，臆熟厩肥の

中では，わらがもっとも良い抑草資源であること

を確認している.アイガモによる除草対策では，

若松・奥津 ('95，3817)は食害が問題であり，食

害の多い場所でヒエを中心とした雑草が多発して

いることや，村山ら ('05，4811)は不耕起因での

アイガモ除草ではイボクサに対して効果が高く，

ノビエ，マツバイ，ハリイに対する効泉が不完全

であると報告している.

また，坂本ら ('05，4812)は，寒冷地の紙マル

チを利用した除草では地温上昇抑制により出穂が

1 ~ 2日遅れ，減収が懸念されることを指擁して

いる(日影勝幸)

4.雑草防除・生育調節部等

(1 ) 水回雑草妨除

PCPの処理方法について渡辺・高橋 ('61，0314， 

0315， '63， 0515) は，薬害回避には挿秩 4~ 5臼

前表面処理と捧秩後深水が有効で、あること，粒状

散布 (PCP十砂)は省力的であり接触毒性の軽減

できるとし， 2，4-Dは時期によりロール葉の発生

があり散布時期の拡大は望めないが， MCP系i徐草

剤は薬害が少なく有望な除草体系であるとした.

71<苗代・保温折衷富代のノビエ防除について，

山崎ら ('63，0501)はDCPAのノどエ 2 葉期30~

40 g処理が有効で、あること，防部ら ('63，0502) 

はPCP処理によって初期の生育は著しく抑制され

るが，土壌窒素が 2適間後頃から発現するため20

ηべ
U
nペリ

日前後で生青は回復，また薬害の程度は上層部処

理(田植え 3日前代議き後散布)顕著であること

を明らかにした.佐々木・山崎 ('68，1025)は，

保温折衷苗代予定地の冬生雑草訪除にATA-2，4 

D混合剤，マツバイ防除lこMDBA荊は有効であり，

冬生雑草発生初揺の処理(秋期処理)で効果の高

いことを明らかにした.

畑稲マルチ栽培の雑草防除について，野l崎ら

('70， 1241， '71， 1307)はMCC水和剤のマルチフィ

ルム上からの全面散布が効果に優れ，薬害の誼か

らマルチ 5臼後頃(雑草発生始期) ~10日頃処理

が適するとし，杉本・西)11('68，1033)はMCCは

マルチ前土壌処理が有効であるとした.

稚苗の高質と除草荊の薬害について谷浦ら('71，

1305)は，数種の初期・中期除草剤実用性及び処

理時の水管理条件を明らかにした.また，山崎ら

(τ78， 2036)は機械移植の普及により移植時期が早

まり活着期が低混に遭遇する頻度が高まり薬害が

懸念されるとし，葉齢の進んだ健苗の育成と芭賞

に適rc;;した除草剤の選択の重要性を述べている.

千葉ら ('86，2903) は八郎潟で発生した 8葉を中

心とした著しいロール葉の発現について，収量へ

の影響はなかったものの，処理後おおよそ 4葉後

に影響が現れるMCPの可能性を検討したが特定で

きなかった.

ヒノレムシロの防総について谷浦らげ0，1235) 

は，鱗茎の完全防除にはPrometoryneを20g/10a

の処理が必要であるが，薬害を考慮すると漏水条

件下では15g/10a以下の晴天時処理が有効である

としTこ.

クログワイの防除について，武田ら ('68，1024， 

'70， 1236)は，塊茎形成の時期，発生深度及び発

生密度と塊茎形成力の関係を明らかにした.二瓶

('69， 1126， '70， 1237)は切断塊茎のヨード反応、と

内部形態(のり状)から茎長30~40crnが離乳期と

推定し， ATA十2，4-D60gで十分な効果を示すこ

とを明らかにした.

ミズガヤツリの訪除について，二瓶 ('70，1238) 

は越冬期間に塊茎は完全に露出する必要があるこ

と，水揺の無効分げつ期lこATA十2，4-Dの50g処

理が有効であることを示した.

水田の乾田化に伴って刈り取り後発生が多くなっ

ている越年生雑主主に対して，菅原ら ('69，1127， 

70， 1239)や二瓶・中沢 ('75，1711)は，カリアトー

ノレ水溶剤jートクロロ IPC， グラモキソン (30cc/a)

+クロロIPC(20cc/a)処理が有効であるとし，
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石灰窒素の刈り取り後散布はノビエの休暇覚醒に

有効であるとともに，マツバイ，スズメノテッポ

ウの防除にも有効で、あることを明らかにした.

アギナシについて，住吉 ('90，3303)は，球茎

発生に有効なi徐主主剤を認めたが，越冬芽発生は生

育が早く訪i珠が国難であると報告している.また，

一発剤の普及がタウコギの発生を助長したと言わ

れる中で，境谷ら ('96，3911，'97，4026)は単部で

はピラゾスルフロンエチルの効果が高いこと，及

びベンタゾン剤の有効な処理時期を明らかにした.

ホタルイ類について住田 ('95，3816， '97， 4024) 

は，東北地方を中心に採種し，栄養繁殖では系統

間差異は維持されるが種子繁殖では遺伝的に安定

していないこと，貯蔵条件と発芽温度に有意な関

係は認められたが，種子量と発芽率には相関がな

いこと， ミヤマホタノレイ・ホタノレイ・コホタノレイ

の発芽適温や二次休眠への誘導，および長期貯載

による出芽力について明らかにした.

コウキヤガラについて千葉 ('92，3510)は， su 
系除草剤の効果は認められるもの初期生育が早い

ため十分ではないこと，新塊茎の形成は株数の 2

倍であると報告した.

稲作の省力化に対応し，工藤・児玉 ('95，3818)

は移植前の水田雑草防除に対して 2~3 の非選択

性除草剤の効果を確認し，千葉・露崎 ('99，4210)

は大区画水田でのフロアブル除草剤の水口施用は，

表層剥離の発生や水田の高低差が粒剤全面処理よ

り効果の劣る要因として指摘した.

水悶除草剤は1990年以降スルホニルウレア系除

草剤の使用が主流になるとともに， 1995年頃から

抵抗性雑草の出現が問題となってきた.大場ら

('97，4025)は山形県川西町の調査から，抵抗性ア

ゼトウガラシ発生園場では地の抵抗性雑草が混在

発生していること，三浦・境谷 ('02，4505)は青

森県内の実態調査から，特にタケトアゼナの発生

拡大が呂立ってきたことを報告している.

(2) 発生生態

木根淵・小林 ('62，0406)は，水田の春期の整

地(反転，護持など)は土壌窒素を有効化し雑草

発生様柏に影響すること，乾燥状態では雑草生育

が早く徐草効果が早く消失することを明らかにし

た.武田ら ('66，0818)はマツバイの生育にNはマ

イナスにPKはプラスの影響があるとし，水深 O~

1 crnの間断濯概条件で多発することを認めた.関

ら ('74，1610)は無代しろかき栽培では雑草の発

生時期は遅く，発生期間が長くなると発生本数が

A
斗
ム
ηぺ
U

多くなり，代かきの有無によって雑草種子の分布

麗位が異なることを明らかにした.

総合的雑草防除技術確立のためには雑草筈の様

相，発生程震とその許容量の策定が重要となる.

寒冷地における l年生広葉雑草の雑草害について

佐藤ら ('78，2051)は，雑草害を推定する場合，

雑箪乾物重より雑草重量群落比[=rrl当雑草重量/

(rrl当雑草重量十rrl当稲重量)Jが試験区間の誤差

が小さく棺関係数も若干高まることを示し，雑草

害を 1年生法葉雑草で検討した場合，分げつの発

現が抑制され穂数及び一穂全籾数への影響が顕著

であることを明らかにした.また，大谷ら ('82，

2522)は移植時期早晩による雑草発生量の差異を

明らかにし，雑車害許容限界を雑草重量群落比で

評価すると，減収率5%の場合群落比は 3%と推

定した.

阿部・荒川 ('80，2318，'81， 2435， '82，2523， '83， 

2616)は，会津地方の水田越年生雑獲の発生は春

期の気損とリン酸欠除の影響が大きいこと，雑草

が長期間鋤き込まれた場合有機物循環は無視でき

ないとした.五十嵐ら ('82，2524)は水田雑草の

潜在的生産力の追跡方法について，議水・畑状態

での発生量の評価が有効であることを明らかにし

た.

原田ら ('87，3013， '90， 3302)は帰化雑箪蔓延の

未然防止について， タイ眉の事例調査から定期的

な雑草フロラ調査の重要性を延べ，東北地域の多

年生雑草の防除上の課題として未管理休耕由は多

年生雑草等強害雑草の発生源であると報告した.

ノビエの光強度に対する反応について藤田ら

('97，4021)は，ノビエは常に稲からの遮光条件下

で生長することから適応機構を発達させているも

のとし，少照条件では根に対して地上部の茎より

葉の割合が増加し葉が薄くなり，これは低光条件

下では個体の光合成速度を高めるための適応皮応

と考えられ，物質分記特性上の可塑的反応を示し

ているとした.

(3) 低投入・環境保全

消費者の安全・安心な農産物生産への関心とと

もに， 1990年代後半から除草剤を使用しない除草

法の報告があった.露崎ら ('00，4316)は大潟村

農家の環境保全型農業に関するアンケート調査か

ら無除草栽培は困難であること，岩松・奥津 ('95，

3817)は合鴨除草では揺を食害し雑軍採食は認め

られなかったと報告した.千葉ら ('01，4411)は

米ぬか捻草の効果の要因を分解時有機酸の生成，
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及び田面表層酸素濃度の低下によるとした.村山

ら ('02，4519，'03， 4611， '05，4811)は一連の「低

投入に関する研究Jにおいて，低利用資源(コメ

ヌカ，稲わら，モミガラ，ホタテ貝粉，腐熟堆肥)

の除草効果は総合的に見ると稲わらが有効である

こと，アイガモ除草は不耕起田ではイボクサに対

する効果が認められるがノビヱ等の除草には不十

分であるとしている.荒井・酒井 ('05，4809) は

有機栽培初年目圃場の機械除草はノビエに対する

効果を認めたが， コナギ及びクログワイに対して

は効果が劣ったと報告している.

(4) 生長調整剤

タチガレンの苗質への影響について，浪岡ら

('72， 1407)は，育苗初期はやや生育抑制はあるも

のの20日目頃までであり，低温下では発根力向上

に効果があるとした.鈴木・悶部 ('81， 2406) は

タチガレンの増量使用に対し，特に腐植含量の少

ない用土では生育抑制が顕著であると指摘した.

佐々木ら ('85，2802) はヒドロキシイソキサゾー

ル・メタラキシルはピシウム属菌が発生原因とさ

れる急性萎凋症(ムレ苗)防止に有効であると報

告した.屋川ら ('89，3202) はベンレートT200倍

液の強制吸水により馬鹿留の防除効果は高くなる

が，面立ちが劣ることから吏に検討が必要である

とした.健苗育成を目的とし乳酸梓器発酵代謝物

COKG-61)の効果について，内村・寺中 ('87，

3003)，寺中ら ('89，3213)は，発根力，出穂促進，

穂数増に効果を認めた.

(5) その他

源馬・渋谷 ('65，0716)は，イネネモグリセン

チュウ (H.pryzae)の稲根への進入方式や進入部

位の異常変色等生態学的観察を行うとともに，稲

根に寄生する線虫に 3つの型を確認した.二瓶・

中沢 ('75，1712，マ6，1816)は機械移植の一普及に伴っ

てイネハモグリパエの食害が拡大しているとし，

紡除に有効な薬剤とその処理時期を明らかにした.

千葉 ('92，2511) は，ネズミ・ザリガニによる漏

水防止に除草剤，殺菌剤iJ，殺虫剤を用いた駆除の

効果を認めた. (高橋政夫)

5.肥料

(1 ) 水稲青苗施肥

育宙施肥の研究は水稲機械化移植苗が普及する

昭和40~50年代に発表が集中している.寺中ら

(ち7，0903)は基肥尽に比べ 2葉期追肥lRで生育の

停滞がみられず，根長，根震が増し菌紐の抗張力

zu 
nベリ

が強化することを示した.及JlI・鴇田 ('74，1603) 

は基肥のみよりも，床土基肥十追肥(菖代床無施

肥)で苗質の変異が少なく，葉数が比較的多い充

実した良苗が得られることを示した.木根淵・原

域 ('74，1504) は密播基肥無施用で 1葉期前後か

ら追肥すると育苗臼数を超縮し，苗の充実を高め

ることを示した.吉田ら ('76，1903) は粉砕籾殻

培地のECが山土より高く，速効性窒素2gj箱o上
で発芽障害・生育遅延がみられるため成分 1gj箱

程度で，尿素が有利であることを示した.近藤・

寺中 ('78，2033) は中菌の地上部乾物重が最大と

なる施肥法が箱下無施肥で箱内基肥 4g， 2葉期

追肥4g， 3葉期追肥 2gの計lOgj箱とした.鈴木

ら ('78，2104) は尿素を移植前日に箱当り成分で

5 ~ 8 g施用すると濃度障害なく活着，初期生育

の良化に効果がみられることを示した.

(2) 水稲基肥及び、追肥

本田水稲の基肥と追肥に関する報告は杷料研究

の中で最も多く，敗戦後食料増産運動盛んな昭和

30年代，八柳・松本 ('58，0105)は水稲箪丈・穏

数には表属施肥 (0~21cm) ，稗長・穂長・総粒数

には更に下層 (21~39cm) が関与すること，八柳

ら ('62，0420)では水稲生脊に伴い下層栄養が重

要になること，また同 ('62，0421)では火山灰土

壌が透水で、の肥料流失のため無透水で増収するの

に対し，沖積土壌は保肥力が強く透水で根域が拡

大し増収することを示した.

このような水田下層栄養確保手段としての深属

追肥も多く発表された.山田・小野 ('63，0620)

は有効茎歩合向上への深耕や深層追肥の効果を示

し，相馬・今井 ('66，0828)は水稲基肥と深層追

肥の量的割合を基肥:追肥25: 75，又は50: 50が

適当と考え，相馬・工藤 ('68，1018) は深層追肥

2回の影響も示した.高橋ら ('69，1104) は深層

追肥の登熟良化効果，同 ('69，1105)では品種間

差はあるものの複数品種での深層追杷の登熟良化

効果を示した.三本ら ('69，1016)は基肥減で深

層追杷の増収効果がでやすいこと，同 ('69，1017) 

で深層追肥をされてない側の生育が劣ること，問

('69，1106)で、遅発分げつの根数が深層追肥で優る

ことを示した.深層追肥の効果については平成元

年に手代木・慶徳(ー88，3121)がコシヒカリで示

したのを最後に，その後報告されていない.

一般の追肥に関しては，八榔ら ('61， 0301)が

出穂24日前穂肥は粒数と 1粒重増，穂、揃期追肥は

弱小茎の稔実良化に有効との晩期追肥効果報告を
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皮切りに，本庄ら ('66，0812)が水稲出穂期前後

の原素 2%溶液葉面散布による増収効果が無~少

肥栽培で大きいこと，和田・斉藤 ('68，1014， 1015) 

が穂捕期追肥で 2次枝梗籾登熟歩合と，粒重増大

を示した.吉田ら ('68，1021)は穂首分化期十減

数分裂期÷穂揃期が，基肥重点に勝ること，同

('69， 1107)で出穂期追肥の増収原因が活葉量(同

化葉)維持と 2次校梗の登熟と報告した.一方，

三本ら ('71， 1310)は生育後期追肥で青米を増や

さないためには出穂、期茎葉窒素濃度を1.6%以下に

すべきことを述べている.その後，食昧への影響

懸念もあり，実杷に関する報告はなされなくなっ

た.

追杷全体の評価としては，山崎ら ('76，1830) 

は多収イネの籾数確保に全量基肥より基肥+追肥

が合理的であること，神保・吉田 ('76，1906)は

多収稲は成熟期の葉身窒素濃度，窒素の玄米生産

効率，幼稽形成期までの窒素吸収割合が高いこと

を示した.千葉ら ('76，1918)は全層施肥C10cm

内外)が表層施杷 (0~2cm又は植え付け杷)よ

り土壌中アンモニア態窒素が高く推移し，窒素利

用率が高いこと，千葉ら ('80，2304)は生育量確

保の点で代かき荊施肥が優れることを示した.花

見・阿部 ('82，2503)は，初期生育を確保しやす

いのは100g/籍播き20日宙で，荒代前施肥でアン

モニア態窒素が均一に分布すること，梅津ら ('84，

2727)は全量側条施肥での基肥窒素減肥率は30%

前後が適正で，全層施肥組合せでは全層分を半量，

側条で窒素3kg/10aが適当と考えた.笹原ら ('89，

3220) はV字葉系統に対する逆V字追肥の栽培法

について中食言すした.

(3) 被覆肥料の利用

昭和50年代後半から被覆尿素の研究が各地で盛

んに行われるようになり，支部報でも13報が発表

された.田中ら ('87，3010)は被覆尿素LP70N6 

kg/10aの-25日追肥が登熟良化，向-378追肥が

総籾数増加につながり，利用率は速効性窒素の55

%より高い約70%を示した.佐藤・渋谷 ('87，3011)

は，被覆尿素は尿素より初期生育が劣るが，有効

茎歩合，穂数，乾物増で増収し，基肥利用効果は

側条と全自で同じこと，またLP70の追肥は基肥に

関わらず効果が認められ稲体活力が維持されるこ

とを示した.同 ('89，3207)で窒素半量がLP70の

LP苦土安は安定性と品質確保の面からN5 kg/10a 

側条+LP40の6kg追肥をすすめた.木野田ら ('90，

3327)は水稲成型ポット苗では，基肥減での穂首

ρ
h
u
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分化期LPコート50追肥か，幼穂形成期・減数分裂

期・穂捕期 3目硫安追肥する方法での安定多収を

示したが，白米中窒素濃度が課題と考えた.高橋

ら ('91，3434)は水稲直播栽培では移植栽培より，

硫安， LP100いずれも，基肥窒素の利用率が低く，

出議期以降その差がひらくことを認めた.佐藤・

渋谷 ('91， 3406)はシグモイドタイプの被覆尿素

杷料を育苗時全量箱施用し，本田施肥を省略する

方法を検討し， LPS100が移植後10日日頃から溶出

し， 8月上旬までに 8割溶出し， 800g/箱の施用

で539kg/10aの収量で，苗質も良好であり，窒素

手IJ用率向上と環境負荷軽減も期待できると推察し

た.また佐藤ら ('94，3717)は不耕起区は耕起区

より， LPSやLPSS苗箱施肥区は慣行施肥区より初

期生育は劣るが，秋まさり的生育になることを示

した.川島・三熊 ('95，3810)はLPS100施用育苗

箱詰のポリバケツ栽培試験で育芭箱施用されたLPS

は拡散して水稲に吸収されると考え，川島・千葉

('98， 4105)ではLPS苗箱施用が横行より茎数が少

なく，その程度は不耕起栽培で顕著で，根の発育

が制限されていると考えた.三三枝ら ('99，4229)

は被覆硝酸カルシウムを検討し，被覆尿素と同等

の肥効を得るには施用量を 2倍にする必要がある

ことを示した.金閤・武蔵 ('01，4434)は高温年

に多い水稲の白粒を防ぐため，早めの生育栄養診

断で追肥対応するか，予め追肥窒素分を考慮した

肥効調節型肥料の利用が有効と考えた.千葉・田

代 ('02，4515)は育苗箱施肥LPS60，LPS100 は慣

行より有効茎歩合，収量が高く，玄米窒素濃度が

やや高かったが，溶出型の差はほとんどないこと

を示した.以上のように被覆肥料は緩効性と高い

利用率に着目した研究が行われている.

(4) 水稲有機物施用

水稲有機物施用の論文は数は多くないがその時々

の農業情勢を反映している.昭和50年代，鎌田ら

('78， 2057) は堆肥多施用(1 ~ 3 t)条件下にお

ける投入技術の総合化により早生種でも多収が得

られ約10年間に 184~145%の増収を示し，稲体活

性は根の呼吸，葉身の光合成とも無堆肥より高い

こと，浅野ら ('80，2315)は稲わらの秋鋤込みは

水稲生育初期から堆肥並以上の土壌中NH4濃度，

稲体窒素吸収，生育・収量を得たが，春鋤込みは

初期に施肥窒素の取り込みと異常還元により茎数

不足で減収したことを示した.鎌閏ら ('85，2813) 

は20年継続している堆肥 2~ 3 t連用結果を検討

し，堆肥と施肥で出穂期はやや遅れるが生育，収
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量は増加すること，減分期頃までは施肥効果が高

く，後半には堆杷や地力効果が現れること，キヨ

ニシキは施肥効果が高く，ササニシキは堆肥や地

力効果が大きいことを示した.近年，加藤ら ('02，

4516)は化学肥料区と蕗ぷんぺレットによる化学

肥料半量削減区と全量区であきたこまちを比較し

た結果，生育，収量が化学肥料>半量>全量の暇

であったが幼穂形成期から穂揃い期の窒素吸収量

が化学肥料区より多い秋勝りの生育パターンになっ

たこと，金田ら ('05，4823) は化成肥料区に上乗

せで豚ぷんペレット堆肥1~ 3年連用区を設け，

3年後に 3年連用区水稲吸収量からの差し引き計

算で窒素 1)ン酸，カリの土壌，肥料，堆肥由来

別割合を求めた.有機物研究はかつての土作りか

ら化学肥料代替に移りつつあるが，有機農業推進

法が平成18年に成立し，更なる研究進展が見込ま

れる.

(5) 珪接肥沃度と施肥

珪酸は水稲のいもち病や倒伏抵抗性に関係する

元素として発表が見られる.三枝ら ('94，3716) 

は多孔質ケイ酸カルシウム水和物を含む壁材SLB

を市販ケイカルと比較し，稲体ケイ駿合量が高く，

穂、いもち擢病穂率がケイカルの半分以下になった

ことを報告した.安藤ら ('00，4327) はケイ酸処

理で根の酵素活性，基肥窒素利用率が高く，直立

葉による群溶構造改善と個葉光合成維持が原因と

考えた.水質では三枝ら ('01， 4412)が棚田水田

の潅概水ケイ酸濃度が温水地で減少し，田越しが

進むほど低下することを示した.山本・石川 ('04，

4717)は上位葉のケイ酸濃度が下位葉より著しく

低いこと，ポット試験で「ひとめぼれJ，rササニ
シキJは葉身ケイ駿濃度10%を境にいもち病病斑

数が少なくなったが，抵抗性強「まなむすめJで

は無関係なことを示した.また山本ら ('05，4821)

は多孔質ケイカ jレ多施罵で，初期茎数は少ないが

葉色は濃く推移して増収する特徴を持ち，土壌pH

上昇と土壌溶液アンモニア態窒素濃度増加による

ものと考えた(小野剛志，鈴木良員IJ)

6.地域

(1)東北

青森県の米の10a収量および、品質について小野ら

('78， 2113)および、小野 ('86，2919)は，フジミノ

リ時代の収量はそれ以前より94kg(23%)， レイメ

イ時代は151kg(38%)，アキヒカリ時代は188kg

(47%)と大巾に増加したこと，フジミノリ時代の

ワーっλ
U

1等米比率はそれ以前より6.1%低下し， レイメイ

時代は多肥栽培が行われたこともあり大巾に低下

し，アキヒカリ時代に入って，品種の特性と産米

改善運動を展開したことなどにより，フジミノリ

時代以前の 1等米比率となったと解析している.

昭和41~51年の 11年閤の青森県内の稲作につい

て波悶ら ('78，2312， '79， 2215)は， lOa当り収量

と上位等級米比率は正の高い相関がみられ，出穂

期が早いほど収量も高く，登熟期の温度条件と上

位等級米比率に正の相関が見られ，特に登熟前期

の温度諸条件との相関が高いとしている.また，

日本海側の多く市町村では，出穂 1~10日の平均

気温と上位等級米比率の関係はS字カーブで表さ

れ， 24~250Cで最も高いが，海岸冷涼地域や南部

平野地域ではほぼ直線的であること，さらに， d

当り籾数が多いほど上位等級米比率は低下するこ

とを明らかにした.

青森県内水稲作の地域性について福重 ('87，3012，

'88， 3119， '89， 3209， '90， 3342)は，主としてクラ

スター分析により類似度を求め 6地帯の1965年

以降22年間の収量は 3群に，市町村別収量は 5群

に，気温などの気象要因では 3群に類別している.

岩手県中南部の標高100~130m地帯のササニシ

キ安定多収栽培法について佐々木ら ('86，29172) 

は，播種量70gの散播成田を基本 lこ，葉齢3.5~4.5

葉，地上部乾物重 (100本当り) 2.5~3.5 gの苗を，

5 月 10 日 ~20日に裁様密度20.0~22.5株/ばで側条

施肥で移植することにより，ササニシキの安定多

収が可能となるとしている.

八郎潟湖底土における水稲の生育について須藤

('61， 0323)は，作付 1~ 2年目は活着不良と過剰

生育・出穂遅延，および倒伏などのため登熟不良

で収量は全般に不安定であるが，作付3年自には，

土壌の理化学性の変化，特に過剰塩類の溶脱・通

水性の増大などにより，障害は極めて少なくなり，

生育経過や収量の構成なども普通田と大差がなく

なることを明らかにた.

秋田県の玉川酸性水の水稲収量への及ぼす影響

について本庄ら ('78，2108) は，昭和50年から 3

カ年の調査結果，対象水系との比較では収量差は

認められず， この結果は過去の調査とは必ずしも

一致しないが，それは主として基盤整備によって

表土が入れかわったことと，栽培技術の向上によ

ると思われるとしている.

山形県匝内の稲作について原田ら ('63，0504， '64， 

0609) は，耕土は初期生育を確保するには極めて
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好都合であるが，下層土の欠陥により後半の稔実

が劣る問題点があり，その嬰困は地下水と推察し

ている.

山形県内のササニシキ栽培について谷藤ら ('84，

2729， '85， 2815)は，ササニシキ共励会のデータ

をファイル化し，草丈・茎数，成熟期の穂、数，収

量等の18形賀について，生データ，形質の統計量，

形質の階級別度数分布表， 2 ~ 3の形質問の関係

表の印制，および重回帰式による予測プログラム

(使用言語:フォートラン)を開発し，ササニシキ

栽培における形賓の地域的特徴を明らかにした.

福島県に於ける水田水温の分布について佐藤

('60，0203)は， 1957年に浜通り 9地点，中通り13

地点など合計50地点の，気温・地温・水田水温・

瀧概水温などを測定し，瀧概水温は阿武隈北部が

最も低くその殆どは湧出する冷水で，最も高い中

通りは大部分が河川の利用であること，水田水温

は開武隈北部と会津の西部山聞が低く，福島盆地

と会津盆地及び浜通りの南部から中通り南部で高

く，水田水温や地温は極めて多様性なものである

ことを明らかにした.

阿武隈山系における標高差・作期が水稲の生育

収量に及ぼす影響について大谷ら ('79，2212， '80， 

2305， '81， 2430)は，高標高・低温年次・稚苗ほ

ど出穂期との負相関が高く，低標高・高温年・阜

植で出穂期と収量間に正相関が高く，福島県内の

地域・標高毎に，限界出穂日，最適出穂期を出穂

後40日間平均気温190C，220Cで推定し，各品種と

も有効積算温度 (TO=2.: (T-10) OC)で， 2500C 

で、有効分げつ決定期となり，ばらつきはあるが450

OC程度で、最高分げつ期となることを明らかにした.

福島県浜通り地域における水稲有機栽培につい

て荒井・酒井 ('05，4810)は，有機栽培初年自の

ほ場で，代かきを 2回，移植後深水管理，高精度

水田除草機で、の機械除草を 4回行った結果， ノビ

エはほぼ抑えることができたが6月上旬以降にコ

ナギが多発生し 6月中旬以降に条閣を覆い尽く

すほどの生育になることや，出穂期が5日，成熟

。。
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期が 8日遅れ，稗長および穂長がやや長く，穂数

が20%程度少なく，一穂籾数が多く，登熟歩合や

玄米千粒重がやや劣り，全刈り収量は15%程度減

収したと報告している.

東北地方北部における古代稲作の可能性につい

て昼間・庄司 ('84，2730)は，弥生時代には耐冷

性の極早生のイネが華南・華中にすでに存在し，

それが東北北部に直接怯わって栽培されたと推定

し，華南・筆中から早稲品種を取り寄せ， 1982年

(冷害年)に青森県田舎館村と伯台市(東北大学)

において，直播・散播・無肥料・無農薬で試作し

た結果，伝来の早稲が栽培可能で、あることがわか

り，古代にも供試品種と似たイネが存在したと推

定した.

(2) 外国

スリランカにおける稲の栽培について奈良ら ('81，

2410， '82，2525， '83，2606， '84，2748)は，在来種

や新育成品種の栽植本数・密度・葉令や，主要品

種の乾物生産と精籾生産効率，三大水田土壌の生

産力，さらに， ココヤシ殻利用暗渠排水溝設置の

効果を明らかにしている.

フィジーの稲作をめぐる諸問題と収量向上対策

について原田 ('89，3223)は，適地開発をさらに

進めること，耕起・代かき・水管理等を適正にす

ること，播種法・移植法などの耕種法を改善する

こと，空中窒素固定生物や緑肥の導入などにより

増肥をすること，採種を厳密にしボランテアライ

スを減らすこと，除草剤の効果的利用による雑草

訪除を徹底すること，などをあげている.

マレーシアの水稲品種の生育・収量と窒素施用

量について斉藤 ('82，2526)は，二期作用の場合

は，生育臼数が140日前後で感光性がないことと，

分げつが多く穂数を取りやすい品穫が有利であり，

メインシーズンC10~ 3月播種)のみの一期作用

の場合は，在来種の多くが比較的多収であり，そ

れらの樹倒伏性等を改良すればニ期作用とは別の

タイフ。の品種が低窒素栽培用に得られる可能性が

あるとしている(伊五沢正光)
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